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糖尿病の予防

115

厚生省推薦　文部省選定

『成人病の予防　高血圧症を中心に』に続く成人病シリーズの第 2作。

会社の健康診断で糖尿病の疑いがあると注意された私は、専門医を
訪ねた。医師は尿に糖が出たから糖尿病と速断するのは危険だとい
い、なぜ糖が出るのか説明してくれた。膵臓の中のランゲルハンス
島といわれる内分泌腺から分泌されるインシュリンというホルモン
が不足すると障害が起こり、体の中の物質の代謝を乱し、血糖（血
液中のブドウ糖）が高くなって、尿に糖が出てくる。この状態を糖
尿病という。今は自覚症状がないが、悪くなるとだるくなる、疲れ
やすい、口が渇く、水が飲みたい、トイレに度々行く、痩せてくる
等という症状が現れる。インシュリンが極度に不足すると、意識不
明の昏睡状態になり、手当てが遅れると死に至る。また重症化する
と、血管障害（失明、尿毒症）や神経障害（下肢の神経痛、手足の
むくみ）、知覚障害（エソ）、脳卒中や心筋梗塞といった合併症を起
こしたりする恐ろしい病気である。
　しかし、糖が出ても糖尿病でない場合もある。ひどく興奮したり
心配事がある時や、胃の手術後とか妊娠時にも一時的に糖が出るこ
とがある。また、腎性糖尿といって生まれつき糖の出る体質の人も
いる。糖尿病でないのに糖尿病の薬を飲んで、血糖が下がりすぎ、
低血糖を起こし、急に意識を失って大騒ぎになった女性がいた。低
血糖昏睡を長く続けると、脳障害を起こして廃人同様になる恐れが
ある。
　ブドウ糖負荷試験、血糖検査、合併症有無の検査の結果、糖尿病
初期で合併症はないと診断された。治療の第一歩は肥りすぎの解消
である。バランスのよい食事療法と適度な運動療法で標準体重に近
づこうと、家族の協力を得て早速実行にかかった。


